
議案第58号　平成22年度三田市一般会計補正予算(第2号)

1 歳入歳出予算補正

(1) 補正額及び補正後の予算

＋ ＝

(2) 歳入歳出予算補正の内訳

(3) 補正内容

　①施策的事業

ｱ. 公共交通対策事業費

22年3月の『三田市の市民生活交通のあり方について』の提言を受け、新たな市民生活交通の

　導入検討・実施にあたっての基準(導入指針)を策定する。

・コミュニティバス等検討委員会開催費(10月より7回)、導入指針策定支援業務委託費など

ｲ. 電子計算処理事業費(ノートパソコン更新費)

平成22年7月13日で開発元のサーポートが終了したWindows2000搭載ノートパソコン302台の更新

1台約110千円　(23年度更新予定分を前倒しし、セキュリティ上の問題の早期解消を図る)

ｳ. 住宅手当緊急特別措置事業費

昨年、国の経済危機対策の一環として創設された事業で、一定要件に当てはまる離職者に対す

　る住宅手当支給事業・・・見込み増による　(全額国庫補助金対応)

ｴ. 障害者福祉事業(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等開設支援事業費)

グループホーム5施設、ケアホーム3施設新設(県営住宅内)に対する助成金

・当初予算　2施設計上、今回追加6施設分を補正　(全額県補助金対応)

ｵ. 家庭児童相談室費(オレンジリボンｷｬﾝﾍﾟｰﾝ事業費)

11月の「児童虐待防止月間」に向けた啓発活動事業の拡充 (国庫補助3,000千円内示による)

・オレンジイルミネーション(ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ)、街頭ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、講演会等の開催

ｶ. 緑化推進事業費(全国花のまちづくり地方大会開催費)

平成23年5月27日・28日三田大会開催に向けた、準備経費(実行委員会補助金)

プランターによる花づくり、プレイベント開催など   (財源:グリーン・クリーン基金取り崩し)

33,000千円

2,000千円

3,750

合　　　　計

850 31,077

③21年度収入精算返納金 17,154 0 0 0

④財源のみの補正 20,413

①施策的事業

②災害復旧事業

4,000 2,000

5,536

36,686

△ 52,340

256,393 47,882 35,077 △ 46,590 220,024

17,154

0

176,921

補正額

219,607

内　　　　　　　容 国県支出金 市債 その他

594千円

24,420千円

2,150千円

第307回三田市議会定例会　予算案について

一般財源

34,580,494千円 256,393千円 34,836,887千円

(補正前の額) (補正額) (補正後の額)

3,242千円

19,632 10,346
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ｷ. 地域医療確立対策費(休日応急診療センター運営費)

・３診目診察室、待合室の設置

・呼び出し案内システム導入費

・レセプト入力パソコン追加

・医師会委託等は既決予算内で対応

ｸ. 予防接種事業費

○ 子宮頸がんワクチン接種助成事業

昨年日本で承認された子宮頸がんワクチンの接種費用の助成により、がん発症予防を推進

・対象者 中学校１年生～３年生の女子　(本年度2,246人)

・助成額 接種費用の1/2　8,000円限度/1回　(接種回数は6ヶ月間に3回=24,000円/1人助成)

・施行日 10月1日を予定

・補正額 対象者の1/2が半年で2回接種と想定　2,246人×1/2×2回×8,000円=17,968千円

(23年度のみ接種継続中の中学卒業生についても経過措置として助成する)

その他事務費　383千円

○ 日本脳炎ワクチン接種事業

健康被害例があるため平成17年より積極的勧奨を控えていた日本脳炎予防接種について、新ワ

　クチン開発により標準接種年齢の3歳児に対して接種勧奨を推進する

・接種見込み児童 3歳児および接種を控えていた7歳児まで5,500回分想定(1人2回接種)

・補正額 既決2,000回分→今回見込5,500回⇒3,500回分×7,610円≒26,637千円　

事務費51千円

ｹ. 消費生活活性化基金事業費

国の交付金を原資とする県消費生活活性化基金を活用した消費生活啓発事業等の拡充

県基金からの追加交付による補正(全額県補助金対応)

・消費生活パンフ作成、食の安全・安心セミナー開催、相談員パソコン購入等

ｺ. 道路橋梁修繕費(道路舗装修繕費)

北摂南5号線(ダイエー前から西へ弥生が丘2丁目交差点まで　L=730m)舗装修繕工事

ｻ. 河川環境維持管理費(武庫川桜堤てんぐす病対策費)

武庫川両岸約3,600本中約1,000本が「てんぐす病」に感染(目視確認済)、早期対応を実施

被害枝の剪定、処分、殺菌処理　

7,000千円

5,500千円

45,039千円

18,351千円

26,688千円

30,000千円

1,365千円

既存

休憩室
診察室

待合室

診
察

診
察

室
②

待
合

処
置

室
②

処
置

室
①

12月～2月の冬期における発熱等の感染防止対策として、

3診目の診察・待合施設を整備

混雑緩和対策として呼び出し案内システムの

新設、会計処理パソコンの追加
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ｼ. 都市計画街路事業費(高次線)

地権者補償交渉の早期解決(22年4月)に伴う、全面完成に向けた工事費等の増額補正

高次線新設に伴う国道交差点改良(原因者の市負担)にかかる県協議等による工事費の増等

・工事費　31,000千円　・土地確定手数料、電柱移設補償、文化財調査費　11,600千円

(財源) 国庫　+7,150千円、市債　+4,000千円(国予算貸付△6,800千円・地方債+10,800千円)

(平成23年3月末　高次線、国道線(交差点)完成予定　これにより事業完了)

ｽ. 市営住宅管理費

○ 市営住宅西山団地地上デジタル放送電波障害対策費

・対象世帯94戸について、CATV加入補償による対策実施

・現行のアナログ共聴施設の解体

○ 大畑市営住宅入居者移転補償費

274.8千円×3世帯=825千円　(現在　7世帯、年度内3世帯転居見込み)

ｾ. 学校管理運営費(小中学校理科用教材備品購入費)

国庫補助内示(小学校252千円、中学校1,762千円)による   補助率1/2・・・1,007千円

　②災害復旧事業

ｱ. 農林施設災害復旧事業費

平成22年5月・7月の豪雨による農地・ため池の災害にかかる復旧費

・農地(畦畔、法面復旧)　4か所 (県50%、受益者20%、市費30%)

・ため池(堤体、法面復旧)　2か所 (県65%、受益者15%、市費20%)

　③21年度収入精算返納金

ｱ. ２１年度概算交付の国・県補助金清算返納金

生活保護費等国庫負担金ほか7件　精算返納金

　④財源のみの補正

ｱ. 国庫支出金

児童環境づくり基盤整備事業補助金（ｵﾚﾝｼﾞﾘﾎﾞﾝ事業過充当分　3,000－2,150）

ｲ. 繰入金

し尿処理施設整備事業　起債対象事業費の増による公共基金取り崩しの減

ｳ. 諸収入

兵庫県市町村振興協会交付金(まちづくり活動支援分追加交付)

ｴ. 市債

し尿処理施設整備事業　起債対象事業費の増による

ごみ処理施設改修事業　起債対象事業費の増による

藍小学校大規模改修事業　起債対象事業費の減による

臨時財政対策債発行額決定による　予算2,214,800千円⇒決定2,287,077千円

　⑤一般財源

ｱ. 前年度繰越金

21年度実質収支239,847-補正済み9,798=残230,049のうち

1,360千円

2,100千円

19,632千円

17,154千円

850千円

42,600千円

53,700千円

20,683千円

825千円

2,014千円

1,360千円

△ 53,700千円

220,024千円

72,277千円

19,858千円

850千円

△ 53,700千円

220,024千円

31,077千円

△ 97,000千円

△ 20,413千円
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2 債務負担行為補正

平成23年度以降の複数年契約を行うに当たって、その予算の限度額を設定するもの。なお、23年4月1日

　からの業務にかかる準備行為を今年度行う必要があることから、今回限度額設定を行う。

（追加）

① 総合文化センター指定管理費

申請団体　5団体、7月13日第4回選定委員会で第一優先候補者を決定

② 家庭系一般ごみ収集運搬業務委託費

現在、ニュータウン等の家庭系一般ごみの収集は、随意契約により民間収集委託している。

今後、更なる公平・透明性の確保を図るため、23年度より一部地域の収集契約について、競争入札に

　より業者決定を行う。

新規参入事業者を含め、一定期間の業務を保証するため、債務負担行為を設定する。

・収集対象地域 カルチャータウン、友が丘、つつじが丘地域

・対象世帯数 約4,500世帯　(現委託収集世帯　23,700世帯)

・収集契約期間 平成23年度～25年度・・・3年間

議案第59号　平成22年度三田市介護保険事業特別会計補正予算(第1号)

1 歳入歳出予算補正

(1) 補正額及び補正後の予算

＋ ＝

(2) 歳入歳出予算補正の内訳

(3) 補正内容

前年度実質収支(繰越金)の76,368千円の処分予算

　①介護給付費準備基金積立金

21年度実黒字額の基金積立

(財源：過年度分介護給付費交付金(支払基金)　372千円、前年度繰越金　32,420千円)

　②21年度収入精算返納金

21年度国庫、県、支払基金からの補助金等交付の精算による返納金(財源：前年度繰越金)

43,948千円

32,792千円

32,420

千円
(1年あたり31,000千円)

平成22年度
～27年度

市債 その他

平成22年度
～25年度

合　　　　計 76,740 0 0 372 76,368

①介護給付費準備基金積立金 32,792 372

②21年度収入精算返納金 43,948 43,948

1,023,000 千円
(1年あたり204,600千円)

内　　　　　　　容 補正額 国県支出金 一般財源

93,000

期　間

(補正前の額) (補正額) (補正後の額)

4,551,600千円 76,740千円 4,628,340千円

(管理期間は23～27年度の5年間)

② 家庭系一般ごみ収集運搬業務委託費
(委託期間は23～25年度の3年間)

限　度　額

① 総 合 文 化 セ ン タ ー 指 定 管 理 費

事　　項

－4－


